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伝子は、IFN Ⅰ型受容体遺伝子（IFNAR2）、IFN-stimulated gene 2種（ISG15KおよびISG-54K）の3種であった。
さらにこれら3種の遺伝子発現増強がRT-PCRにても確認された。2）IFN-αおよび IFN-βは、5-FUの増殖抑制作
用に対し、相乗効果または相加効果を示した。 
 以上より、5-FUの作用機序の一つとして、食道癌細胞のIFNAR2発現増強によるIFN-αおよびIFN-βの作用亢
進が示唆され、5-FUとIFN（IFN-α，IFN-β）との併用投与は、食道癌の薬物療法として有用と考えられた。 
 本論文は、食道癌に対する5-FUとIFNの併用効果の有用性とその機序を明らかにしたものであり、食道癌に
対する新たな化学療法の開発に寄与するものと考えられる。従って、本研究は博士（医学）の学位を授与され
るに値するものと判定された。 
